
研究・実践の中間報告

令和４年２月１８日（金）

北広島町立芸北中学校区研究推進地域

令和３年度
探究的な学習の在り方に関する研究推進地域事業



【報告の流れ】

Ⅰ 研究について

Ⅱ 今年度の取組

Ⅲ 成果と今後に向けて



Ⅰ 研究について

１ 主題設定の理由（昨年度までの実践の課題）

① 単元のゴール設定が教師主導
→ 児童・生徒の課題意識や必要感を引き出しきれて
いない

② H２９作成「身に付けさせたい資質・能力の系統表」
→ 現在の児童・生徒実態に合っているのか！？

③ 指導者の主観に頼る評価
→客観的に評価することができる指標が必要



児童・生徒自らが探究する生活科・総合的な学習の時間の創造

～身に付けさせたい資質・能力の系統表の作成と

ルーブリックによる評価を通して～

Ⅰ 研究について

２ 研究主題

３ 研究内容
① 児童・生徒に身に付けさせたい資質・能力の再検討

（系統表の作成）
② 評価の在り方の研究（ルーブリックの作成）
③ 児童・生徒が自ら探究したくなるような生活科・

総合的な学習の時間の単元開発・授業改善



① 児童・生徒に身に付けさせたい資質・能力の再検討

Ⅱ 今年度の取組

芸北小・中学校が児童・生徒に
身に付けさせたい資質・能力

学習指導要領が示す
育成すべき資質・能力の３つの柱

自己回復力

協働する力

課題解決力

安全・安心をつくる力

知識及び技能

多面的・多角的な見方・考え方 思考力・判断力・表現力等

意志力 学びに向かう力・人間性等

●資質・能力の整理

●系統表と全体計画の修正



Ⅱ 今年度の取組

② 評価の在り方の研究（ルーブリックの作成）

小・中合同研修（西部教育事務所芸北支所教育コンサルティング）

振り返りを書かせることの大切さ
⇒書く力をつける



「思考・判断・表現（多面的・多角的な見方・考え方）」を評価するルーブリック（Ｒ３年度 第３案）
北広島町立芸北中学校

レベル１ レベル２ レベル３

能
力
記
述
文

〇活動を通し，内容
（＝活動したこと）の振
り返りができている。
（例：～ができた。でき
なかった。）
〇自らの意見を中心
に考えようとしている。

〇活動を通し，様々な視点
で目指す理想の姿と現在の
自分との比較をしたり，他者
との比較をすることで，自己
の成長や課題に気づくこと
ができている。
〇他のメンバーとコミュニ
ケーションをとりながらアイ
デアを出し，前向きに物事を
捉え，進めようとしている。

〇活動を通し，様々な視点で目指
す理想の姿と現在の自分との比
較をしたり，他者との比較をするこ
とで，自己の成長や課題に気づき，
視点を柔軟に転換することで，こ
れからの生活に役立てようとする
ことができている。
〇他のメンバーとコミュニケーショ
ンをとりながらアイデアを出し，具
体的な案を提案し行動しようとし
ている。

芸北中学校 ルーブリック（第２案）

Ⅱ 今年度の取組 ② 評価の在り方の研究（ルーブリックの作成）

中３総合「芸北マルシェ」


